
  

 

（用語の定義） 

 

この調査票における用語の定義は以下のとおり 

 

・子 育 て：子どもの健やかな成長のために行われる行い。人と支援をいいます。 

・教 育：学校における教育の意味で用いています。 

 

 

今回の調査票は、次のような内容です。 

これからの富士見市の子育て環境を少しでも良いものにしていくため、ぜひご協力ください。 

 

     ○お住まいの地域について 

     ○お子さんとご家族の状況について 

     ○子育て環境について 

     ○保護者の就労状況について 

     ○お子さんが病気の時の対応について 

     ○お子さんの放課後の過ごし方について 

 

 

（記入上の注意） 

 

・設問は選択式となっています。 

    設問ごとに、１つまたは該当するすべての番号（１、２など）を選んでください。 

    記号（ア、イなど）がある場合は該当するものを選んでください。 

    □には、数字が１つ入ります。時間を聞いている設問は、２４時間表記（００～２４）で記入 

してください。 
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お住まいの地域について伺います。 

 

問１ お住まいの地区として当てはまる番号を１つ選んでください。 

 

１．勝瀬       ２．水子        ３．南畑（東大久保・みどり野含） 

４．山室       ５．諏訪        ６．渡戸       ７．羽沢 

８．鶴馬       ９．上沢       １０．鶴瀬東     １１．鶴瀬西 

１２．関沢      １３．水谷       １４．東みずほ台   １５．西みずほ台 

１６．水谷東     １７．榎町       １８．貝塚      １９．針ヶ谷 

２０．ふじみ野東   ２１．ふじみ野西 

 

 

 

お子さんとご家族の状況について伺います。 
 

問２ 宛名のお子さんの生年月をご記入ください。 

 

平成 □□年 □□月生まれ 

 

 

問３ 宛名のお子さんのきょうだいは何人ですか。きょうだい全員の人数をご記入ください。 

２人以上の場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

 

きょうだい数   □人          末子の生年月  平成 □□年 □□月生まれ 

 

 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみて１つ選んでください。 

 

１．母親          ２．父親        ３．その他（                    ） 

 

 

問５ ご回答いただいている方の配偶者について、選んでください。 

 

１．配偶者がいる              ２．配偶者はいない 

 

 

問６ 宛名のお子さんの子育てをしているのはどなたですか。お子さんからみて１つ選んでください。 

 

１．主に父母  ２．主に母親  ３．主に父親  ４．主に祖父母  ５．その他（   ） 
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子育て環境について伺います。 

 

問７ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。お子

さんからみてすべて選んでください。 

 

    １．母親      ２．父親        ３．祖父母      ４．学校  

     ５．放課後児童クラブ   ６．塾など（習い事）   ７．その他（                    ） 

 

 

問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）に影響が大きいと思うものをすべて選んでください。 

 

１．家庭      ２．地域        ３．学校       ４．放課後児童クラブ 

５．塾など     ６．その他（                    ） 

 

 

問９ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。あてはまるものをすべて選んでください。 

 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる                  

３．日常的にみてもらえる友人・知人がいる  

４．緊急時もしくは用事の際にはみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない                              ⇒ 問 12 へ 

 

 

問１０ 問 9で「1」または「2」を選んだ方に伺います。 

お子さんをみてもらうときに、あてはまるものをすべて選んでください。 

 

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して 

みてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                 ） 

 

⇒ 問 12 へ  

  

⇒ 問 10 へ 

⇒ 問 11 へ 
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問１１   問 9 で「3」または「4」を選んだ方に伺います。 

お子さんをみてもらうときに、あてはまるものをすべて選んでください。 

 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して 

みてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある 

６．その他（                                                                         ） 

 

 

問１２ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人（場所）はいますか。 

どちらか１つ選んでください。 

 

１．いる／ある ⇒ 問 13 へ                   ２．いない／ない ⇒ 問 14 へ 

 

 

問１３ 問 12 で「1」を選んだ方に伺います。 

気軽に相談できる先は、どなた（施設）ですか。あてはまるものをすべて選んでください。 

 

１．祖父母等の親族                           ２．友人や知人 

３．近所の人                                 ４．学校の先生 

５．放課後児童クラブの指導員                ６．習い事の先生 

７．民生委員・児童委員                      ８．かかりつけの医師 

９．教育委員会（教育相談室）               １０．市などの相談窓口（電話含む） 

１１．その他（                           ） 

 

 

問１４ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、市の窓口など）からどのようなサポートが

欲しいと思いますか。ご自由にお書きください。 
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保護者の就労状況について伺います。 

 

問１５ 保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）について伺います。 

      ※ここでいうフルタイムとは、週５日かつ１日８時間程度の就労です。 

 

（１）母親 【父子家庭の場合は記入不要です】 あてはまるものを１つ選んでください。 

 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

（a）「1」から「4」（就労している）を選んだ方に伺います。 

就労の状況についてお答えください。一定でない場合はもっとも多いパターンで、産休・育休・

介護休業中の方は休業前の状況でお答えください。 

 

  １．就労日数       週当たり   □日 

  ２．就労時間（残業含む） １日当たり □□時間 

  ３．家を出る時間           □□時 台 

  ４．帰宅時間             □□時 台 

 

 

（２）父親 【母子家庭の場合は記入不要です】 あてはまるもの１つ選んでください。 

 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

（b）「1」から「4」（就労している）を選んだ方に伺います。 

就労の状況についてお答えください。一定でない場合はもっとも多いパターンで、育休・介護

休業中の方は休業前の状況でお答えください。 

 

  １．就労日数       週当たり   □日 

  ２．就労時間（残業含む） １日当たり □□時間 

  ３．家を出る時間           □□時 台 

  ４．帰宅時間             □□時 台 

 

  

⇒（a）へ 

⇒問 17 へ 

⇒ （b）へ 

⇒ 問 17 へ 
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問１６ 問 15 で「3」または「4」を選んだ方に伺います。 

「1」または「2」を選んだ方は、問 18 へお進みください。 

フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまるものを１つ選んでください。 

（１）母親 

 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

（２）父親 

 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

                                       ⇒ 問 18 へ 

 

問１７ 問 15 で「5」または「6」を選んだ方に伺います。 

就労の希望はありますか。あてはまるものを選んでください。 

（１）母親 

 

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年以上先で、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態  ア．フルタイム    イ．パートタイム、アルバイト等 

→週当たり □日 １日当たり□□時間 

 

（２）父親 

 

１．子育てや家事に専念したい（就労の予定はない） 

２．１年以上先で、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

→希望する就労形態  ア．フルタイム    イ．パートタイム、アルバイト等 

→週当たり □日 １日当たり□□時間 
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お子さんが病気の時の対応について伺います。 
 

問１８ この１年間に、お子さんが病気やケガで学校を休まなければならないことはありましたか。 

 

１．あった ⇒ 問 19 へ    ２．なかった ⇒ 問 25 へ 

 

 

問１９ お子さんが病気やけがで学校を休まなければならなかったとき、どうしましたか。あてはまる記

号をすべて選び、日数もご記入ください（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。）。 

１年間の対応 日数 

ア.  父親が休んだ □□ 日 

イ.  母親が休んだ □□ 日 

ウ. （同居者を含む）親族・知人にみてもらった □□ 日 

エ.  父親・母親のうち就労していない方がみた □□ 日 

オ.  病児・病後児の預かり施設を利用した □□ 日 

カ.  ベビーシッターを利用した □□ 日 

キ.  ファミリー・サポート・センターを利用した □□ 日 

ク.  仕方なく子どもだけで留守番をさせた □□ 日 

ケ.  その他（                        ） □□ 日 

※病児・病後児の預かり施設…感染症等で治療中の場合（急性期を除く）や、治りかけで学校 

には登校できない状態のお子さんを預かる施設 

 

問２０ 問 19 で「ア」または「イ」を選んだ方に伺います。 

そのとき、病児・病後児の預かり施設を利用したいと思いましたか。どちらか１つ選び、希望する日数及

び時間もご記入ください。 

なお、病児・病後児の預かり施設の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必

要となります。 

 

１．できれば病児・病後児の預かり施設を利用したい  

利用したい日数 □□日   利用したい時間帯 □□時から □□時まで⇒ 問 21 へ 

２．利用したいとは思わない                                        ⇒ 問 25 へ 

 

 

問２１ 問 20 で「1」を選んだ方に伺います。 

病児・病後児の施設の事業形態としてどれが望ましいと思いますか。あてはまるものをすべて選んで

ください。 

 

１．大規模施設内で子どもを預かる事業（例：幼稚園・保育所等） 

２．小児科内で子どもを預かる事業 

３．小規模施設内で子どもを預かる事業（例：児童館等） 

４．住民が自宅等で預かる事業（例：ファミリー・サポート・センター等） 

５．その他（                             ） 
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問２２ 問 20 で「2」を選んだ方に伺います。 

そう思う理由について、あてはまるものをすべて選んでください。 

 

１．他人にみてもらうのは不安          ２．事業の質に不安がある 

３．利便性（立地や利用可能時間日数など）    ４．利用料がかかる・高い 

がよくない 

５．利用料がわからない             ６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                ） 

 

 

問２３ 問 19 で「ウ」から「ケ」を選んだ方に伺います。 

選んでいない場合は問 25 へお進みください。 

その際、父母のいずれかができれば仕事を休んでみたいと思いましたか。どちらか１つ選び、日数に

ついてもご記入ください。 

 

１．できれば仕事を休んでみたい   ⇒  □□日 

２．休んでみることは考えられない  ⇒  問 24 へ 

 

 

問２４ 問 23 で「2」を選んだ方に伺います。 

そう思う理由について、あてはまるものをすべて選んでください。 

 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない    ２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない      ４．その他（               ） 
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お子さんの放課後の過ごし方について伺います。 
 

問２５ 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のときは、放課後（平日の小学校終了後）

をどのような場所で過ごしていますか（いましたか）。あてはまるものをすべて選び、週当たり日数を

ご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用する時間もご記入ください。 

「放課後児童クラブ」…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員の下、子ど

もの生活の場を提供するものです。事業の利用にあたっては、一定の利

用料がかかります。 

１．自宅                      週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅             週 □ 日くらい 

３．習い事                    週 □ 日くらい 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

４．児童館                     週 □ 日くらい 

５．地域子ども教室 ※１              週 □ 日くらい 

６．放課後児童クラブ               週 □ 日くらい 

下校時から □□時まで 

７．その他（公民館、公園など）                   週 □日くらい 

※１ 「地域子ども教室」･･･地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポ

ーツ・文化芸術活動などを体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての在校生

が利用できます。市内の全小学校にあり、様々な活動をしています。 

 

問２６ 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）のときは、放課後（平日の小学校終了後）

をどのような場所で過ごしていますか（過ごさせたいと思いますか）。あてはまるものをすべて選び、

（希望する）週当たり日数をご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用する（希

望する）時間もご記入ください。 

１．自宅                      週 □ 日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅             週 □ 日くらい 

３．習い事                    週 □ 日くらい 

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

４．児童館                     週 □ 日くらい 

５．地域子ども教室                 週 □ 日くらい 

６．放課後児童クラブ               週 □ 日くらい 

下校時から □□時まで 

７．その他（公民館、公園など）                   週 □日くらい 
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問２７ 問 25 または問 26 で「6」を選んだ方に伺います。選んでいない方は問 30 へお進みください。 

宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。

次の（１）及び（２）それぞれについて、あてはまるものを１つ選び、利用希望がある場合は時間帯

もご記入ください。 

なお、事業の利用には、一定の利用料がかかります。 

（１）土曜日 

 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい         利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい       □□時から □□時まで 

３．利用する必要はない 

 

（２）日曜日・祝日 

 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい         利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい       □□時から □□時まで 

３．利用する必要はない 

 

 

問２８ 問 27 で「1」または「2」を選んだ方に伺います。 

   土・日曜日や夏休みなどの学校休業日に、他の小学校の放課後児童クラブが利用できるとしたら、

利用を希望しますか。 

なお、事業の利用には一定の利用料がかかります。 

 

  １．希望する     ２．希望しない 

 

 

問２９ 問 27 で「1」または「2」を選んだ方に伺います。 

   放課後児童クラブの運営事業は、企業参入により様々なサービスが提供されるようになりましたが、

お子さんが利用する場合、希望する指導内容はありますか。ご自由にお書きください。 

 

 （例：勉強、英会話、体操など） 
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問３０ 問 25 及び問 26 で「6」を選んでいない方に伺います。 

宛名のお子さんについて、学校の長期の休暇期間中（夏休みなど）のみの放課後児童クラブの利用

希望はありますか。あてはまるものを１つ選び、利用希望がある場合は時間帯をご記入ください。 

なお、事業の利用には一定の利用料がかかります。 

 

１．低学年のみ（１～３年生）利用したい        利用したい時間帯 

２．高学年まで（１～６年生）利用したい         □□時から □□時まで 

３．高学年のみ（４～６年生）利用したい 

４．利用する必要はない 

 

 

問３１ 最後に、教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由に

ご記入ください。 

 

 

                                                                                         

                                                                                             

                                                                                         

                                                                                         

                                                                                         

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。 


